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 謹啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて，本学部では，泌尿器科学系泌尿器科学分野主任教授の高橋悟教授が，令和８年３月３１日を

もって定年退職となるため，後任の教授候補者の選考を行うことになりました。 

 

選考方針および水準については以下のとおりです。 

1） 泌尿器科病学における卓越した診療・研究業績を有する。 

2） 各診療分野と密接に連携して診療を指揮し，附属病院及び日本大学病院の運営に貢献できる。 

3） 医学生，若手医師，研究者の育成において情熱をもって優れた指導力を発揮できる。 

4） 将来性のある研究展開を立案・実行できる高いリサーチマインドを有する。 

5） 博士（医学）の学位，日本泌尿器科学会の専門医及び指導医を有する。 

6） がん拠点病院としてその機能を維持・発展させるために高難易度手術（ロボット手術含む）の執刀

経験が豊富であり，高い技術を有する。 

7） がん以外の領域，特に腎不全医療としての外科措置（腎移植および腹膜透析），排尿障害，生殖機

能障害にも対応することができる。 

 

つきましては，貴機関に適任の方がおられましたら，下記要領によりご推薦賜りますようお願い申し

上げます。 

なお，就任日は令和８年４月１日の予定です。 

 

謹白 

 

記 

１ 提出書類（所定様式は  med.shomu@nihon-u.ac.jp 宛てにメールにてご請求ください） 

① 履歴書（所定様式①）                            １部 

② 推薦書（所定様式②）                            １部 

③ 研究業績  

（1）研究業績目録（所定様式③-1）                       １部 

（2）公的研究費受給状況（所定様式③-2）                    １部 

（3）Impact factor及びCitation index一覧表（所定様式③-3）           １部 

（4）Impact factor 付き掲載雑誌の Correspondence Authorの場合，その旨が明記されている 

ページのコピー                              各１部 

（5）主要論文別刷                                     ５編 

④ 研究の概要と抱負（自由様式A4版で2,000字以内）                １部 



⑤ 教育業績目録（所定様式④）                         １部 

⑥ 教育の抱負（自由様式 A4版で 2,000 字以内）                  １部 

⑦ 臨床業績目録(臨床業績評価基準参照)                     １部 

⑧ 手術症例一覧表（直近の３年分）                        １部 

  所定様式⑤に記載もしくは NCD等公的機関に登録のある資料を添付し，⑨で提出 

される該当手術２例をマークしてください 

⑨ 手術動画（ノーカット）                           ２例 

直近６か月以内に執刀したロボット支援下高難易度手術（前立腺全摘，膀胱全摘， 

腎部分切除のいずれか）で，異なる術式の２例をご提示ください。 

なお，手術動画の外部への持ち出しに関する患者同意等の手続きは，所属する 

施設のルールに従ってご対応ください。 

⑩ 分野の運営の抱負（自由様式 A4版で 2,000 字以内）              １部 

⑪ 候補者の誓約書（所定様式⑥）                        １部 

 

２ 提出方法  ＰＤＦに変換し，記録メディア（CD又は DVD）にてご提出ください。 

 

３ 提出期限  令和７年９月３０日（火）正午まで【必着】 

 

４ 提出先  〒173-8610 東京都板橋区大谷口上町 30-1 

日本大学医学部庶務課気付 

泌尿器科学系泌尿器科学分野教授選考委員会 

電話 03(3972)8111 内線 2196 

 

５ 備  考 （1）選考過程において面接を行う予定です。また手術見学を行う場合があります。 

（2）応募書類は選考目的にのみ使用し，返却いたしません。 

（3）日本大学では多様な人材の確保を重視しております。男女共同参画及び 

国際的な視点を持った研究者及び教育者の応募を歓迎いたします。 

 

以  上  


